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昭

和

三

十

年

度

固

定

資

産

の

価
格
決
定
方
針
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
う
ち
土
地
、
家
屋
の
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
前
年
度
ま
で
は
、
自
治
庁
が
資

産
の
種
別
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
算
出
要
素
を、

総
合
し
て
算
定
し
た
指
示
平
均
価
絡

を
基
準
と
し
て
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
面
市
独
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
評

一価
格
の
引
上
に
よ
っ
て
昨
年
度

自
の
判
断
と
責
任
を
も
っ
て
価

一
価
方
法
の
政
訂
は
行
わ
な
い
こ

一
よ
り
税
率
が

O
、
一
%
引
下
げ

格
を
、

決
定
す
る
と
と
が
出
来

一
と
ふ
し
、
価
格
に
つ
い
て
は
昨

一ら
れ
る
が
、
な
お
、
納
税
者
の

る
自
主
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

一年
度
の
も
の
に
上
昇
率

を
乗

一負
担
が
実
質
上
加
重
さ
れ
る
と

し
た
の
で
、

毎
年
指
示
さ
れ
た

一
じ
、
比
例
的
引
上
を
行
ろ
と
と

一
と
に
な
り
ま
す
が
、
万
止
む
を

平
均
価
絡
以
下
で
価
格
を
決
定

一
に
方
針
を
定
め
た
の
で
あ
り
ま

一得
な
い
実
情
に
よ
る
こ
と
を
御

し
、
市
民
の
負
担
の
増
嵩
を
来一

す。

一
了
察
頂
き
、
街
一
層
の
御
理
解

た
さ
な
い
よ
う
努
め
て
来
た
の

一

近
く
関
係
者
の
縦
覧
に
供
す

一
と
御
協
力
を
念
願
し
て
や
ま
な

で
あ
り
ま
す
。

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

一
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
七
月
地
方
税
法
の
一

部一

-

一

参
考

昭
和
二
十
九
年
度
面
格
十
万
円
に
対
し
昭
和
三
十
年

改
正
に
よ
っ
て
、

自
治
庁
長
官

一

度

の
価
格
に
税
額
制
概
算

が
指
示
す
る
基
準
即
ち
平
均
価
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絡
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従
っ
て
、
価
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決
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す
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価
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三

よ

曜

一
三

十

年

度

一

一

ぺ
き
と
と
に
規
定
さ
れ
、
叉
二
種
類

一

一

税
率
・
一
o
一
税
率

ι一∞
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増
一

と
一
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一の
上
昇
率一

こ

k
h札
F
一
こ
よ
る
税
貫

一

一

の
価
格
以
下
の
決
定
を
し
た
場

一
千
1
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1
1
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f
i
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-
-
十
l
l
1
1
1上
I
l
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一

合
は
財
政
的
な
製
肘
も
通
達
さ

二

土

地

一

J

R
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ヱ

一

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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回

一

二
六
一

一、五

O
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一
、
七
六
回
二
一
六
四
一

今
回
昭
和
三
干
年
度
の
土
地一

一

-

一
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畑

一

一一一一

一

一
、
玉

O
O一
一
、
八
三
四
二
一
一
一
一
一
四
一

、
家
屋
に
つ
い
て
県
か
ら
指
示

一
一

一

一

・

一

〆

一

一

さ
れ
ま
し
た
平
均
価
絡
は

、

前

二

宅

地

一

一

二

三

一、五

0
0
一
一
、
七
一
一
一
一
一
一
一
二
一

一一

年
に
比

L
、
相
当
な
上
昇
率
を

一
一
山
林
一
一
一
一
一
一
一

一
、
五

0
0
一
一
、
八
四
八
一
一
一
一
四
八
一

示

し

て

お

り

ま

す

。
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そ

の

他

一

一一

O
一

二
五

O
O一
一
、
六
八

O
一
一
八

O-

前
述
の
如
く
規
定
の
改
正
前
一
家
屋
一
一
四
一
一
、
五

O
O一
一
、
五
九
六
一
九
六
一

と
後
と
は
全
く
事
情
が
変
っ
て
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一一
水

族

館

主

九

改

築

成

つ

れ

経

田

校

一へ
埋
没
林
舘

t

V

1

4

4

子
市
博
物
館
に
指
定

γ一
一
一
昨
切
に
叶
一
自
殺
町
一れ
ほ
一
一
初
日
時
れ
付
何
一
一

刊
一
ふ
今
度
文
部
省
で
は
、
魚
津
水
V

々
舎
は
、
と
の
程
乱
法
室
、
教

一徒
も
大
喜
び
4
F

・
あ
る
。
落
成
式

費
一
一族
館
と、

埋
没
杭
館
を
博
物
館
い
室
、
図
書
室
、
職
員
室
等
七
室
一
は
三
月
五
日
に
行
わ
れ
る
o

日
間
に
指
定
し
次
の
通
り
告
示
さ
れ
い
の
外
約
百
八
十
f

ー
一
〈ま

し

た

。

~

三

坪

に

及

ぶ

ご

醐

月
一
γ

文
部
省
告
示
第
五
号

い
階
建
の
立
派
な

紬

3
一~

博
物
館
法
ハ
昭
和
二
十
六
年
い
校
舎
が
完
成
し

鰍

年
一
一法
律
第
二
百
八
十
五
号
)
附
則
刈
ま
し
た
。

側

o
一~第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
い
こ
れ
は
老
朽

鰍

は
一
〈基
き、

博
物
館
に
相
当
す
る
施
V

と
生
徒
の
増
加

鰍

和
一
一
設
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。
~
に
仲
っ
て
昨
年

繍

昭
一
~

昭
和
三
十
年
二
月
十
日
い
新
講
堂
が
建
て

問

一い

文
部
大
臣
安
藤
正
純
ん
ら
れ
た
が
以
前

……

一~
一
公
私
立
の
施
設
で
博
物
館
に
仇
の
旧
講
堂
で
あ

鰍

)
同
相
当
す
る
施
設

γ
っ
た
場
一明に、

閣

七

市

富
山

県

仇

工

事

費
約
制
百

附

一γ
純
一融問閣
議
議
札
一
括
げ
詔

幸B広市津魚

魚

津

市

議

会

(

臨

時

去
る
二
月
十
九
日
市
役
所
で

市
議
会
臨
時
金
が
聞
か
れ
、
次

の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
雷
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

ハ
第
八
回
〉

今
回
の
追
加
予
算
額
は

六、

O
五
六
、

O
九
一
円

内

訳

@
市
役
所
費

-、

O
五
六
、
二
一
一
円

ハ
共
済
組
合
負
担
金
〉

@
土
木
費

四、

O
四
九
、

O
七
O
円

〈
土
地
区
画
整
理
事
業
費
〉

@
教
育
費四
七
九
、
五

O
O
円

ハ
小
、
中
学
校
費
〉

@
選
挙
費四
七
一
、
四

O
O
円

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
習
市

国
民
建
康
保
険
歳
入
歳
出
品

加
更
正
予
算
〈
第
一
回
〉

追
加
額
一
、
一

O
O
、

0
0
0円

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施

設
勘
定
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算
ハ
第
二
回
〉

追
加
額

一
O
一
、
九
二
三
円

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
種
市

牧
野
費
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算
ハ
第
一
回
)

一
、
負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

@
下
野
方
小
学
校
移
転
改
築

工
事
費
、
金
玉
、
五

O
O、

0
0
0円

@
下
野
方
小
学
校
移
転
改
築

工
事
費
、
金
五
二
二
二
、

会
)

0
0
0
円

@
天
神
小
掌
校
増
築
工
事
費

金
七
九
回
、

0
0
0
円

@
富
山
県
信
用
農
業
協
同
組

合
連
合
会
魚
津
出
強
所
事

務
所
建
設
費
助
成
金

金
一
、

0
0
0
‘0
0
0
円

@
日
本
国
有
鉄
道
魚
津
駅
上

屋
建
設
費
負
担
金
、
金
五

0
0
、
0
0
0
円

一
、
予
算
外
麓
務
負
担
を
な
す

の
件
右
の
負
担
付
寄
附
に
伴
氏
y

予

算
外
義
務
負
担
五
件

一
、
市
債
借
入
及
び
償
還
方
法

金
四
、

0
0
0
、
0
0
0円

以
内

一
、
市
道
路
線
認
定
の
件

@
佐
倉
第
三
十
九
号
線

@
下
村
四
十
一
号
線

一
、
市
道
路
線
変
更
認
定
の
件

一
、
土
地
交
換
の
件

一
、
魚
種
市
工
場
設
置
奨
励
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市

歳
入
歳
出
追
加
予
算
ハ
第
七

漁

港

Q 修

思築

空事
三業

完竣
室工

昭
和
二
十
九
年
産
米
の

超

過

供

出

懇

ー
昭
和
二
十
九
年
産
米
の
供
出

校
一
に
つ
い
て
は
、
各
位
の
甚
大
な

畑
一
る
御
配
慮
と
理
解
あ
る
協
力
に

時
一
よ
り
、
予
期
以
上
の
成
果
を
挙

れ
一
げ
ま
し
た
こ
と
は
、
泊
に
感
謝

浩
一
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

均
一
す
。
し
か
し
政
府
で
は
、
本
米
穀

は
一一
年
度
の
需
給
計
画
上
、
是
非
共

真
一
二
千
三
百
五
十
万
石
ハ
一
月
二

但
一
十
日
現
在
買
入
数
量
二
二
、
ご

五
0
.
一
三
七
石
)
の
集
荷
目
標

量
の
供
出
を
絶
対
確
保
せ
ね
ば

食
鶴
の
配
給
が
う
ま
く
出
来
な

い
実
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

前
年
同
様
の
代
表
者
供
出
制
度

を
設
け
、
超
過
供
米
の
促
進
を

懇
請
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
乏

し
き
食
糧
を
分
ち
合
ろ
友
愛
精

神
に
よ
り
、
飯
米
を
節
約
し
て

一
俵
で
も
多
く
の
供
米
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
本
年
産
米

超
過
供
出
懇
請
要
領
に
よ
り
、

代
表
者
供
出
制
度
に
よ
る
、
今

後
の
供
米
を
懇
請
致
し
ま
す
。

代
表
者
供
出
制
度
実
施
要
領
は

市
役
所
農
林
謀
、
農
藍
物
検
査

経
国
漁
港
は
外
海
に
防
波
堤

を
築
設
し
て
、

淀
泊
地
を
造
成

す
る
と
と
ろ
か
ら
、
、
工
事
も
容

易
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
淀
泊
地
は
荒

天
の
場
合
で
も
自
由
に
出
入
出

来
、
且
つ
港
内
が
い
つ
も
静
穏

で
あ
る
よ
う
に
造
ら
れ
、
叉
そ

の
水
面
積
と
水
深
も
将
来
の
漁

船
関
係
を
勘
案
し
て
い
ろ
ん
な

計
画
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。今
度
の
修
築
事
業
は
事
業
費

七
百
二
十
万
円
で
南
側
防
波
堤

十
八
米
、
北
側
防
砂
堤
十
六
米
、

波
除
合
掌
枠
十
米
が
竣
功
し
、

ま
た
港
内
埋
没
土
砂
六

O
O立

方
米
余
の
俊
傑
も
し
て
、
今
後

淀
泊
地
の
完
成
に
馬
力
を
か
け

引
続
き
接
岸
設
備
や
陸
上
設
備

に
つ
い
て
も
種
々
と
計
画
を
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ写
真
は
経
国
漁
港
〉

官
農
業
協
同
組
合
叉
は
各
地
区

出
強
所
に
お
問
合
せ
下
さ
れ
ふ

ば
く
わ
し
く
説
明
致
し
ま
す
。

一
、
運
動
期
間
二
月
十
五
日

よ
り
=
一
月
二
十
日
ま
で

二
、
代
表
者
供
出
制
度
の
実
施

二
月
十
五
日
よ
り
実
施

三
、
代
表
者
供
出
制
度
に
よ
り

超
過
供
出
の
実
績
は
公
表

し
な
い

回
、
超
過
供
出
奨
励
金
は
所
得

税
の
課
税
対
象
外
で
あ
る

以
上
は
要
点
だ
け
お
知
ら
せ

L

ま
し
た
の
で
、
詳
細
は
前
述
の

通
り
関
係
団
体
K
お
問
合
せ
下

さ
い
。

、回
)
専
決
報
告

一
、
負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

専
決
報
告

一
、
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す

の
件
専
決
報
告

以
上
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
海
市

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市

国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
件

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
種
市

国
民
健
康
保
健
直
営
診
療
施

設
勘
定
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市

牧
野
費
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

以
上
回
件
は
決
算
特
別
委
員
会

に
附
託
さ
れ
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
は

盛
永
五
作
、
小
林
宗
作

森
忠
義
、
大
森
久
雄

明
石
寛
二
、
鎖
国
平
吉

吉
田
賢
良

母費b

c::乙掛

放

光

山

勝

楽

寺

と

見
届
県
大
師
由
緒
地

，-崎、

一-一一・-、句回，

放
光
山
勝
楽
寺
は
現
在
魚
海

市
寺
町
に
あ
る
真
宗
本
派
の
寺

院
で
あ
り
ま
す
。
寺
町
は
名
の

通
り
幕
末
噴
ま
で
は
、
長
教
寺

ハ
日
蓮
宗
〉
勝
楽
寺
(
真
宗
)

等
覚
寺
(
真
宗
)
の
三
寺
院
が

軒
を
並
べ
、
其
の
末
寺
が
相
並

ん
で
、
全
町
尽
く
寺
院
で
埋
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
、
と
の
名
を

つ
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

朋
治
の
初
年
頃
長
教
寺
が
、
当

時
町
奉
行
所
の
跡
で
あ
る
東
小

路
に
移
転
し
た
の
で
、
現
在
は

昭
和
三
十
年
度

市
民
税
申
告
書
の
提
出
に

こ
の
三
月
は
昭
和
三
十
年
度

市
民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
月
で
あ
り
ま
す
。

市
で
は
こ
の
申
告
書
を
も
と

に
し
て
、
市
民
税
の
賦
課
を
き

め
る
の
で
あ
り
ま
す
か
b
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
正
し
い
申
告

書
を
提
出
し
て
下
さ
る
こ
と
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
し

E
当
な
事
由
が
な
い
の

に
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は

三
万
円
以
下
の
過
斜
に
科
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
基
礎
控
除
や
、

扶
養
者
控
除
、
其
の
他
の
控
除 つ

い
て
お
知
ら
せ

が
認
め
ら
れ
な
い
と
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
不
申
告
者
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
申
告
書
用
紙
は
各
戸
に

配
付
い
た
し
ま
す
か
ら
、
記
入

上
の
不
明
の
点
や
、
間
付
も
れ

の
む
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
か
最
寄
の
出
強
所
へ
遠
慮

な
く
申
出
て
下
さ
い
。

申
告
期
間

自

三

月

一

日

至
三
月
三
十
一
日

申
告
受
付

場

所

市
役
所
及
び
各
出

展
所

…

人

人

j
i
j

w

時
ω
一

弘

初

火

山

一

動

一

計

計

悶

~

ん

且

一

以

以

以

以

姻

純

一

M
T
¥
一

4

5

1

1

4

4

f

w

町

一

男

女

男

女

口

付

w
l
一

生

亡

姻

人

ザ

一

出

死

婚

一

ニ
寺
院
と
な
り
、
民
家
も
相
当

入
り
込
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
、

町
に
は
そ
の
名
の
様
な
特
徴
は

あ
り
ま
せ
ん
o
-

門
前
に
は
見
真
大
師
由
緒
地

と
彫
ら
れ
た
碑
が
建
っ
て
お
り

見
る
か
ら
に
由
緒
の
深
い
寺
院

の
様
に
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
十
一
世
の
現
住
職
藤
田

観
秀
師
を
訪
ね
寺
の
由
緒
を
聞

き
ま
し
た
。
こ
の
寺
の
創
建
は

承
久
の
乱
に
勤
王
の
志
士
と
し

て、

活
躍
し
た
と
言
わ
れ
る
、

下
総
国
猿
島
郡
の
住
人
、
富
士

回
左
近
将
監
秀
継
が
、
関
東
を

追
わ
れ
、
右
近
、
左
近
の
主
従

三
人
で
越
中
の
立
山
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。

承
久
の
乱
と
言
う
の
は
後
鳥

羽
上
皇
等
が
、
北
面
の
武
士
大

妻
兼
澄
、
鏡
久
網
、
糟
谷
有
久
、

仁
科
盛
遠
、
左
近
宗
朗
等
と
共

に
北
条
氏
を
滅
ぼ
そ
う
と
兵
を

挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

承
久
三
年
北
条
義
時
追
討
の

院
宣
を
賜
っ
て
、
議
時
の
子
の

泰
時
を
征
伐
す
る
兵
を
挙
げ
ま

し
た
が
、
官
軍
は
遂
に
破
れ
て

順
徳
上
皐
は
佐
渡
に
、
後
鳥
羽

上
皇
は
隠
岐
に
、
士
御
門
宥
は

土
佐
に
い
各
同
選
白
川
仇
ほ
い
仇
-。

左
近
宗
明
等
は
順
徳
院
の
佐
渡

へ
御
還
幸
の
際
、
ひ
そ
か
に
再

挙
を
計
ろ
ろ
と
、
越
中
ま
で
従

っ
て
き
ま
し
た
が
〉
北
朱
氏
の

迫
害
を
恐
れ
て
、
遂
に
角
川
谷

に
逃
れ
、
そ
の
子
孫
が
土
着
し

て
地
方
の
開
拓
に
従
事
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
備
と

の
地
方
に
、
左
近
と
蔵
す
る
姓

を
も
っ
農
家
が
数
軒
残
っ
て
い

ま
す
。
此
の
左
近
主
従
と
、
富

士
田
左
近
将
監
と
は
同
一
人
で

あ
る
か
、
叉
ど
の
様
な
関
係
が

あ
る
の
か
、
こ
の
家
に
伝
わ
る

旧
記
は
百
数
十
年
前
に
火
災
に

躍
っ
て
焼
失
し
て
い
る
の
で
知

る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

富
士
田
左
近
将
監
秀
継
主
従

は
立
山
か
ら
、
天
文
三
年
〈
一

芸
三
}
〉
今
か
ち
四
百
年
余
り

前
、
立
山
か
ら
虎
谷
村
に
移
っ

て
き
ま
し
た
。

虎
谷
は
松
倉
に
あ
っ
て
、
当

時
河
原
波
鉱
山
発
見
時
代
で
あ

っ
た
の
で
随
分
他
の
地
方
か
ら

人
々
が
、
入
り
込
ん
で
、
罪
常

に
賑
い
寺
院
も
次
々
と
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

秀
継
も
亦
感
ず
る
所
が
あ
っ

て
得
度
し
、
一
寺
を
建
立
し
て

勝
楽
寺
と
称
し
ま
し
た
。
秀
継

は
弘
治
三
年
ハ
一
五
五
七
)
七

十
一
才
で
他
界
し
浄
誓
上
人
と

盆

ハ
お
く
り
な
〉
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
当
時
の
創
設
者
で

あ
り
ま
す
。

寛
永
元
年
ハ
一
六
二
四
〉
第

十
世
の
住
職
雲
鶴
上
人
が
松
倉

村
か
ら
魚
津
に
移
住
し
、
現
在

の
所
に
一
宇
を
建
て
、
蓮
如
上

人
直
筆
の
放
光
十
字
の
名
号
を

得
ま
し
た
の
で
放
光
山
勝
義
寺

と
名
づ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

安
永
九
年
ハ
一
七
八

O
〉
六

月
檀
家
の
蝋
燭
屋
次
郎
兵
衛
が

聖
徳
太
子
自
作
の
立
保
を
寄
進

さ
れ
た
の
で
、
寺
宝
と
し
て
現

在
本
寺
に
保
存
さ
れ
て
あ
り
ま

す。

ハ
勝
楽
寺
の
門
前
〉
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土
地
改
良
及
び
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て
の
注
意

(2) 昭和30年3月1日発行

一
、
昭
和
二
十
七
年
に
発
生
し

報広市津

一
五|ヶ lま率
一."...1すに
ヶ Iml。よ.の
所 |数 l 争
-_，--. y， 

の
と
さ

れ
て
，い

魚

事

然
し
と
れ
以
外
に
、
本
年
度

の
園
の
割
当
に
も
れ
ま
し
た

改
良
を
要
望
さ
れ
る
地
区
は

道

早
急

り
ま
す
。

業

費

自
転
車
、
荷
車
等
の

登
録
廃
車
に
つ

(第63号〉

自
転
車
や
、
リ
ヤ
カ
ー
、
荷

車
等
を
新
規
に
所
有
さ
れ
た
と

き
は
十
日
以
内
に
市
役
所
に
届

出
て
鑑
札
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
最
近
無
届

で
使
用
し
て
お
ら
れ
る
む
き
も

見
受
け
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
必
ら

ず
届
出
て
鑑
札
の
交
付
を
受
け

て
使
用
す
る
-ょ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
廃
車
を
な
さ
る

場
合
は
必
ら
ず
鑑
札
を
持
参
⑧

て

上
届
出
て
下
さ
い
。
鑑
札
を
持

参
せ
ず
廃
車
届
出
が
あ
り
ま
し

て
も
、
其
の
事
由
が
判
然
と
し

な
い
場
合
は
受
付
を
い
た
し
ま

せ
ん
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、
荷
車

等
の
税
金
は
、
来
る
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、

廃
車
を
な
さ
れ
る
と
き
は
三
月

中
に
届
出
て
下
さ
い
。

上
に
及
び
、
此
の
ケ
所
は
早

急
に
復
旧
し
な
い
こ
と
に
は

三
十
年
度
の
作
付
不
能
と
な

る
ケ
所
が
あ
り
止
む
を
得
ず

繰
上
実
施
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
此
の
地
区
に
関
し
て

は
資
金
の
点
に
於
い
て
、
多

大
の
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
て
い
る
現
状
で
、
国
庫
補

助
の
早
期
交
付
を
国
及
び
県

に
対
し
て
強
力
に
申
入
れ
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

=
、
会
計
検
査
院
か
ら
の
工
事

現
場
及
び
会
計
帳
簿
の
検
査

は、

昭
和
二
十
九
年
度
施
行

及
び
継
続
地
区
で
、
二
十
九

年
度
で
完
了
す
る
地
区
に
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
事

項
黙
知
の
上
、
工
事
の
竣
工

及
び
会
計
諸
帳
簿
の
整
備
に

は
、
万
遺
憾
の
な
き
ょ
う
お

願
い
し
ま
す
。

L

二
十
九
年
度
工
事
は
三

月
末
ま
で
必
ず
完
了
す
る
一

事
。

一

(
三
月
末
ま
で
に
完
了
す
一

る
見
込
の
な
い
も
の
に
つ
一

い
て
は
、
予
算
を
国
庫
に
一

返
還
す
る
事
に
な
る
か
も
一

知

れ

ま

せ

ん

)

一

Z

工
事
の
出
来
高
が
設
計
一

書
と
相
違
せ
ぬ
こ
と
。
一

ハ
石
積
の
裏
込
、
栗
石
、
練
一

積
の
コ
シ
グ
り
1
ト
は
特

に
注
意
さ
れ
た
い
〉

若
し
相
違
す
る
と
き
は
速

か
に
変
更
手
続
を
と
る
こ

と。

内
乱
予
め
了
解
を
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
と
よ
〈
協
議
す
る

」
F

」

L

』。

乙
種
講二
習等-
A、7!JJL
Z三... ，斗二

関空
講蚕
式成
挙
行

一
月
十
日
よ
り
、
乙
種
二
等

航
海
士
養
成
講
習
会
が
、
四
十

五
日
間
関
議
さ
れ
ま
し
た
が
、

め
で
た
く
終
了
致
し
ま
し
た
の

で
、
二
十
一
日
午
後
三
時
、
魚

津
潟
業
協
同
組
合
階
上
に
於
で

そ
の
閉
議
式
を
富
山
県
知
事
代

理
を
始
め
、
来
賓
多
数
を
迎
え

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は

六
十
名
で
、
引
き
続
き
水
族
館

階
上
に
於
て
、
そ
の
臨
時
国
家

試
験
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
三
月
六
日
頃
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

今

年

の

中
皐
卒
業
見
込
者

進
学
希
望
朕
況

調

査

表

課

程

計 道農 墜理区蘭 暗襲排水 誹水かがいん

種

BU 

七一一一四
数地区

一
事

七 回一
玉二一一一

業

0米七町町一 八米三町 量

一 事一 ー二ー二ー ー- -rA、. ，. 
1・ 、、
二八六二五

33333 
業

費

高
校
普
通
観
程

M 

商
業
課
程

H 

家
庭
課
程

工 J!
業
電農土農
気業木業
課課課
程程程

n 工
業
機
械
課
程

工
業
化
学
課
程

工
業
土
木
課
程

工
業
薬
業
課
種

水
産
製
造
課
程

水
産
漁
業
課
程

不高
二等
越商
高館
校際
程

合

(積震事業により改修された東山用水〉

.BU 

人

員

「
ね
ず
み
」

最
近
野
ね
ず
み
が
念
激
に
繁

殖
し
た
A
め
、
農
作
物
は
勿
論

屋
内
食
糧
の
加
害
も
巨
額
に
達

し
、
と
の
ま
L
放
置
す
る
と
、

今
年
の
農
作
物
に
甚
大
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
県
の

「
野
ね
ず
み
駆
除
実
施
要
領
」

に
よ
り
、
駆
除
旬
聞
を
設
定

し
、
野
ね
す
み
駆
除
の
徹
底
を

期
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の

で
、
御
了
知
の
上
、
協
力
を
願

い
ま
す
。
記

一
、
駆
除
旬
間
〈
期
間
〉

三
月
五
日

l
一
一
一
月
十
五
日

計

四
三
六

六
八

五
六五

一一六

の
駆
除
旬
間

二
、
駆
除
薬
剤

市
阪
の
も
の
を
適
宜
撰
択

し
て
使
用
す
る

三
、
共
同
集
団
駆
除

地
区
文
は
部
落
単
位
を
以

て
集
団
駆
除
を
実
施
す
る

家
ね
ず
み
に
つ
い
て
は
こ

れ
と
同
時
に
駆
除
を
行
う

』
F

』

L
」
'

四、

薬
剤
取
扱
上
の
注
意

駆
除
薬
剤
の
多
く
は
毒
物

並
び
に
劇
物
に
つ
き
、
特

に
フ
ラ
ト
1

ル
使
用
に
当

つ
て
は
、
政
令
に
基
く
モ

・ノ
フ
ォ
ー
ル
酷
酸
ナ
ト
リ

四七

二
月
十
-
目
か
ら
=
月
=
+
墨
田
ま
て

四

や卸コ草寺も匁体にる飼体三にーれ瓦四 度 〉
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00八000四五六九克初 げ て膳生充 I I苧

にとの中
当れ中学東
つは四五部
て卒三七中
い業六三学
ま生名名三
す全が、六
。体進計四
の 学 九名
四希三、

六 望 七西
必で名部

全全 企全=
市 .臨表市市国婦月
内=時十会内議十体十人十
の十市丸開小会八招豆大四
民自議日催学総日致自学日
謡 〈 会 ハ 校 務ハ委ハ開(
発日開土 教委金員火 講 月
表〉催〉 育員 )会〉式〉

会 研会 開
開 究開催
催 会催

発

本目農

一
こ

れ

に

よ

る

一

一

一

受

益

面

積

一
一

一
七
、
九
五
八
、

0
0
0
一

七
O
O町
歩
一

一

が
、
繰
上
工
事
と
し
て
実
施

一

し
た
も
の
は
、
こ
の
二
倍
以

一

一
一
一
七
人

事日
火
-
吉
田

全
=
十
一
日
(
月
V

乙
種
二
等
航
海
士
講
習
会
閉

議
式
民
生
委
員
常
務
委
員
会
開
催

魚
津
新
金
屋
線
街
路
建
設
打

合
会
開
催

全
=
十
三
日
ハ
水
〉

市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
開

催
全
二
十
五
日
ハ
金
〉

市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
開

泌陣
白

一
炭

水

化

物

二

五

〆

一

一

九

五
〆

=
o
j

一

一
八
二
〆

八
七
〆

一

'

五
六
O

J

J

四

四

〆

一

三

O
六
〆

魚

粕

王

丸

、

O
六
四
、

O

こ
れ
に
よ
っ
て
一
一
一
一
o
j
も

あ
る
大
乳
牛
で
年
二
五
石
も
搾

る
飼
桝
計
画
は
生
紫
雲
英
三
千

〆
と
馬
鈴
薯

一
千
j
で
蛋
白
七

〆
、
炭
水
化
物
四
一
五
〆
に
な

る
か
ら
不
足
分
は
蛋
白
一

o
j

炭
水
佑
物
一
四
五
〆
に
な
る
の

で
、
あ
と
大
安
二
百
y
程
自
給

す
れ
ば
買
わ
な
く
て
す
む
に
と

に
な
り
、
生
産
は
牛
乳
二
五
石

と
敏

一一
頭
、
一
合
五
円
と
見
て

一
二
万
五
千
円
、

戦
三
万
五
千

円
と
見
積
っ
て
計
一
六
万
円
に

な
り
ま
す
。
街
飼
焼
標
準
表
は

一
枚
刷
で
鹿
布
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
御
参
照
下
さ
い
。

ウ
ム
取
扱
基
準
令
を
厳
守

-
7
v
-

し、

諸
手
続
に
つ
い
て
は

一
昭
牙
一

組
漏
の
な
い
よ
う
充
分
注

一
1

1

意
す
る
と
と
。

一

前
号
広
報
で
お
知
ら
せ
'の
通
り
、
第
一
回
市
内
民
謡
発

な
お
駆
除
旬
聞
の
実
施
中
は
、

一

表
大
会
は
去
る
二
月
二
十
日
ハ
日
曜
日
〉
の
午
後
二
時
か

田
畑
に
「
ブ
ラ
ト
1
ル
」
を
使

一

ら
大
町
小
学
校
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

用
さ
れ
る
の
で
、
飼
養
畜
獣
類

一

当
日
発
表
の
歌
の
一
部
を
次
に
記
し
ま
す
。

の
野
放
し
に
は
細
心
の
注
意
を

一

す
る
主
う

一
度
つ
卸
窃
力
・
2
顕

一付

布

施

谷

節

ハ
ふ
せ
ん
た
ん
と
ふ
の
布
施
谷
仏
の
里
よ

い

ま

片

1

l

i

-

-

仁
は
ri
l
-
-

Jも
ま
た
鳴
る
寺
の
舗

一

う
と
て
き
か
し
よ
か

交

通

事

故

を

一

歌

の

い

作

品

γり

な

く

じ

よ

う

一

。

7

i

c

-

-
一
一
一
十
三
年
小
川
の
開
帳

お
互
い
に
次
の
こ
と
を
ま
も
は
行
違
い
、
追
越
し
等
の
場
合

一

鐙
と
太
鼓
で
鳴
り
渡
る

一
伺
「
せ
リ
込
み
蝶
穴
」

り
が
一
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
警
官
器
を
鳴
ら
し
、
相
手
方
に

一一

今
に
無
情
の
日
暮
と
な
り
て

う
。

警
戒
心
を
起
さ
せ
て
最
も
安
全一
一

耳
も
聴
え
ず
眼
力
き
か
.
す

①

道
路
又
は
鉄
道
線
路
附
近
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
歩
行

一

足
手
ま
と
い
の
妻
子
や
孫
や

で
ス
キ
1
、
そ
り
、

雪
な
げ
、
者
に
危
害
を
与
え
た
り
、
泥
水

一

金
銀
財
宝
家
く
ら
回
畑

鬼
ご
っ
こ
等
を
す
る
事
は
特
に
を
は
ね
か
け
る
等
の
な
い
様
に

一

山
も
林
も
打
捨
て
お
い
て

危
険
で
す
か
ら
お
互
い
に
注
意
注
意
し
ま
し
よ
ろ
。

一

持
つ
も
な
ら
ね
ば

し
あ
い
絶
対
に
や
ら
な
い
事
に

①

自

動
車
は
仕
事
に
掛
る
前

一

持
た
せ
も
な
ら
ず

し

ま

し

ょ

う

。

に

毎

日

仕

業
点
検
を
確
実
に
実

一
同
「
酒
造
り
の
歌
」

一

と
造
り
の
歌

@
道
路
上
に
物
を
置
い
た
り
施
し
故
障
に
よ
る
事
故
の
防
止

一
ト
ロ
リ
シ
〆

底
を
殊
更
に
張
り
出
す
事
は
狭

に
努
め
ま
し
ょ
う
o

一

今
す
る
也
と
は

い
道
路
を
一

層
狭
く
し
、

事
故
①
歩
行
者
は
右
側
通
行
を
守

一

酒
に
造
り
て
江
戸
へ
出
す
一

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
自

り
他
の
通
行
の
妨
害
と
な
ら
な

一
江
戸
へ
出
す
と
は
昔
の
こ
と
だ
一

宅
の
敷
地
外
に
一
寸
で
も
物
を
い
様
な

E
し
い
歩
行
を
い
た
し

一

今

は

世

は

世

で

一

出
さ
な
い
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
口

一

地
で
は
け
る•• 

一

①

自
動
車
に
は
窓
機
器
を
完
①
運
転
者
が
酒
気
を
帯
び
て

一
帥
「
ま
だ
ら
ぷ

L
」

"

一

全
整
備
し
前
方
の
見
透
し
に
支

自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
事

一
め
で
た
/
べ
の
若
怒
様
よ
一

障
の
な
い
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

故
発
生
の
危
険
率
が
最
も
大
き

一

枝
も
栄
え
る
葉
も
し
げ
る
一

一
こ
れ
の
座
敷
が
目
出
度
い
座
敷
一

①

吹
雪
や
雨
天
の
時
に
は
歩
い
の
で
、
酒
を
呑
ん
だ
時
は
絶

一

一

一

つ
る
と
亀
と
が
ま
い
遊
ぶ
一

行
者
は
雨
具
、
外
套
等
に
ょ
っ
対
に
ハ
V
J

ド
ル
を
持
た
な
い
ザ

一
伺

「

う

す

す

り

明

レ

一

て
視
野
及
び
菅
響
含
さ
へ
ぎ
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

歌

い

出

さ

れ

よ

一

れ
る
の
で
、

自
動
車
の
運
転
者

ハ

魚

湾

警
察
署
よ
り
〉

一

も

と

ひ

き

さ

ま

よ

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
--

一

お
ら
も
あ
と
か
ら
一

、
議
鶏
滋
鍍
金
一

一

り

オ

著

鱒

書

房

一

つ
け
て
や
る

'

一

総
鍵
鶴
湾
空
母
緩
症
弘
窓
越
滋

F

一

一

・
-

臥
際
鰍
際
紛
感
丸

rv
一O
古
陶
の
美

l
京
都
国
立
博
物

一

サ
ア
マ
ワ
シ
ヤ
レ
ノ
¥
一

週
qa
gw織

一
館
編

一

五
合
と
ま
わ
せ
ば
一

ぷ

縫

融

瀦

一0
第
二
の
性
議
開
巻
〉
|
ボ

一
例
「
田
植
一
計
出
る
わ
よ
一

一

1
4
y
オ
ワ
1

ル
著

一

一

一

;

一

朝

出

に

植

え

た

は

一

新
着
図
書
紹

介

一
o
目
で
見
る
歴
史

l
毎
日
新
聞

一

何

早

稲

じ

ゃ

一

一
社
編

一

葉
広
の
早
稲
じ
ゃ
一

O
完
全
な
る
男
性

l
F
、

フ

一

一

一

一
O
ソ
ル
ケ
選
集
ハ
第
二
、
=
一
巻
〉

一

蔵

の

下

積

一

リ
オ
著

鱒
書
房

-

一

一

・

0
政
党

l
蝋
山
政
道
編

一
帥

「

石

か

つ

歌

」

一

O
完
全
な
る
女
性
l
F
、
カ
フ

一

ヤ

ハ

ハ

ヨ

イ

ヤ

ケ

一

I
l
l1
1

1
1
l
li
-

-

-
O
世
界
l
横

田

喜

三

郎

編

一

J

一

一

一

ノ

ハ

イ

ソ

ノ

タ

り

ヤ

一

寄

附

一

O
夢
判
断
ハ
フ
ロ
イ
ド
選
集

第

一

根

取

委

、

接

取

衆

も

一

一
十
一
巻
v

一

綱

の

衆

も

F

O
魚
津
市
村
木
河
合
孝
子
さ
ん
一
O
日
本
人

l
柳
田
国
男
編

一

ァ
レ
ヤ
一

wr
で
石
を
か
っ
か

は
去
る
二
月
二
日
本
市
社
会
事
一

O
固
と
家

l
戒
能
通
孝
編

一

た
め

業
の
た
め
に
金
五
千
円
寄
附
さ
一

一

ア
レ
ヤ
二
ツ
で
に
っ
こ
り
笑

れ

ま

し

た

。

一

O
人
聞
の
生
理
l
林
鯨
編

一

わ
ん
せ

O
魚
津
市
下
材
木
町
大
森
茂
氏
一

O
現
代
の
論
理
!
務
台
理
作
編

一

ア
レ
ヤ
三
に
杯
き
し
合
号
て

母
い
と
さ
ん
は
去
る
エ
月
十
三
日
一

O
化
学
と
生
活

l
崎
川
範
行
編

一

ハ
以
下
略
》

死
去
さ
れ
ま
し
た
。
十
四
日
大
一

O
今
日
の
芸
術
!
岡
本
太
郎
著

一

こ
の
機
会
に
古
い
民
謡
の
一

森
氏
よ
り
木
市
生
活
困
窮
者
に
一

一
部
は
「
民
謡
の
架
」
と
し
て
印

対
す
る
援
護
の
資
と
し
て
金
参
一
O
岩
波
の
子
ど
も
の
本
ハ
第
十
二
刷
し
ま
し
た
。
印
刷
実
費
で
額

千
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
一
十
一
、
十
ご
巻
〉
一
布
さ
れ
て
い
ま
す
心

田
市
内
民
謡
発
表
大
会


